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鉄
IR O N

だから
大切
栄養素

•身体のすみずみに酸素を運ぶ
•赤血球の主成分ヘモグロビンの材料になる
•疲れにくくする

だから大切ポイント

•妊婦、授乳婦　•成長期の子ども
•貧血ぎみの人

こんな方におすすめ！

•肉類
•大豆・大豆製品
•小松菜
•ひじき　•アサリ

含まれる食品

　鉄の主な役割は血液の赤い色のもとでもあるヘ

モグロビンの材料になることです。ヘモグロビンは

肺から酸素を受け取り、身体のすみずみに酸素を運

ぶ大事な役割を担っています。鉄は貧血防止に欠か

せない栄養素で、鉄が不足すると身体が酸欠状態

になり、顔が青白くなるだけでなく、疲れやすくなった

り、頭痛やめまい、息切れ、食欲不振などの症状が

起こったりします。

　鉄は吸収率の低い栄養素ですが、供給源としてオ

ススメは赤みの肉や魚です。なぜかというと、植物性

の食品に含まれる鉄よりも吸収がよいからです。一

方で、ビタミンＣやクエン酸があると吸収率が高ま

るという性質があります。植物性の食品

に含まれる鉄も、レモン汁や酢を使っ

て食べると吸収されやすくなり、効果

的でしょう。

栄
養
科　
管
理
栄
養
士

◎編集・発行：社会医療法人甲友会
〒663-8245  西宮市津門呉羽町 10-13 3F
TEL:0798-32-3200（法人本部 / 広報担当）

ホームページ更新
中！

スマートフォンか
らも

ご覧いただけます
。



兵庫県内で初の導入
西宮協立リハビリテーション病院 　

社
会
医
療
法
人
甲
友
会
は
、1
9
8
8
年
4
月
1
日

に
開
設
以
来
、今
年
で
38
年
と
な
り
ま
す
。開
設
当
初
は

西
宮
協
立
脳
神
経
外
科
病
院
を
開
院
し
、脳
神
経
外
科
、

整
形
外
科
、内
科
を
中
心
に
西
宮
市
の
急
性
期
医
療・救

急
医
療
を
担
っ
て
参
り
ま
し
た
。多
く
の
脳
卒
中
や
外
傷

な
ど
の
患
者
さ
ん
を
治
療
し
て
い
く
中
で
、後
遺
症
の
あ

る
方
に
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
お
り
、

2
0
0
2
年
4
月
に
は
西
宮
協
立
リ
ハビ
リ
テ
ー
シ
ョン

病
院
を
開
院
し
ま
し
た
。こ
の
2
つ
の
病
院
を
運
営
す
る

と
共
に
通
所・訪
問
サ
ー
ビ
ス（
看
護・リ
ハビ
リ
）、老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
生
活
期
を
支
え
る
施
設・事
業
所
を
開

設
し
、地
域
の
皆
さ
ま
の
需
要
に
お
応
え
す
べ
く
努
め
て

参
り
ま
し
た
。ま
た
、高
齢
者
の
健
康
や
自
立
の
基
礎
で

あ
る
食
の
大
切
さ
を
重
視
し
、栄
養
ケ
ア・ス
テ
ー
シ
ョン

も
併
設
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
阪
神
地
域
、

西
宮
市
の
医
療・介
護・福
祉
　

　
昨
年
2
0
2
5
年
は
団
塊
の
世
代
の
約
6
0
0
万

人
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
っ
た
年
で
し
た
。

国
は
2
0
4
0
年
に
向
け
た
地
域
の
医
療
・
介
護
・
福

祉
の
計
画
を
議
論
し
て
い
ま
す
。2
0
2
5
年
の
日
本

の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
全
人
口
の
約
29
．4
％
で
、

2
0
4
0
年
に
は
約
35
％
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。特
に
85
歳
以
上
高
齢
者
が
増
加
し
、そ
の
6
割
以

上
が
介
護
や
支
援
、見
守
り
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、当
法
人
が
所
在
す
る
西
宮
市
や
阪
神
間
で
は

2
0
2
5
年
の
高
齢
者
は
約
25
％
で
、日
本
の
平
均
よ

り
4
％
ほ
ど
低
い
た
め
、2
0
4
0
年
以
降
2
0
5
0
年

に
か
け
て
高
齢
者
が
よ
り
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
状
況
の
下
、高
齢
者
の
医
療・介
護
を
ど
う

支
え
て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。特

に
高
齢
者
の
医
療・介
護
を
支
え
る
人
材
の
確
保
な
く

し
て
は
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
甲
友
会

　
社
会
医
療
法
人
甲
友
会
は
38
年
間
の
実
績
と
経
験
を
踏
ま

え
、地
域
の
急
性
期・救
急
医
療
や
高
齢
者
医
療
に
今
ま
で
以

上
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、優
秀
な
人
材
確
保
と
質
の
高
い

医
療
を
提
供
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、急
性
期
の

治
療
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
社
会
復
帰
や
自
立
の
た
め

に
は
必
須
で
あ
り
、さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。そ
し
て
医

療
の
最
終
目
的
で
あ
る
自
宅
復
帰
を
可
能
な
限
り
支
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
、甲
友
会
に
関
わ
る
皆
さ
ま
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

12

2
0
4
0
年
代
に
向
け
て
の
医
療・介
護

ウ
ェ
ル
ウ
ォ
ー
ク
と
は

ど
ん
な
リ
ハ
ビ
リ
機
器
？

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
開
発
し
た「
ウ
ェ
ル

ウ
ォ
ー
ク
W
W-

3
0
0
0
」は
、下
肢（
脚
）

の
ま
ひ
な
ど
に
よ
っ
て
歩
く
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
方
向
け
の
歩
行
練
習
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

で
す
。自
然
な
歩
き
方
で
、歩
数
も
多
く
練
習

が
可
能
と
な
り
、患
者
さ
ん
の
運
動
学
習
を

支
援
す
る
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

最
新
の
ウ
ェ
ル
ウ
ォ
ー
ク

W
W-

3
0
0
0
は

ど
ん
な
機
能
を
備
え
て
い
る
？

　
こ
の
最
新
の
ウ
ェ
ル
ウ
ォ
ー
ク
は
、臨
床
現

場
で
の
使
い
や
す
さ
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
脚
装
着
時
間
が
短
縮

さ
れ
、簡
単
に
装
着
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、ロ
ボ
ッ
ト
の
設
定
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ガ

イ
ド
機
能
が
充
実
し
た
こ
と
で
、誤
っ
た
歩

き
方
は
自
動
分
析
さ
れ
、改
善
に
向
け
た
パ

ラ
メ
ー
タ
設
定
変
更
の
候
補
が
提
示
さ
れ
ま

す
。よ
り
一
層
、効
果
的
な
練
習
支
援
を
可
能

と
す
る
よ
う
な
設
計
と
言
え
ま
す
。さ
ら
に
、

患
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
た
め
の

ゲ
ー
ム
機
能
も
有
し
て
お
り
、楽
し
く
歩
行

練
習
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

ウ
ェ
ル
ウ
ォ
ー
ク
を
担
当
す
る

理
学
療
法
士
の
声

　
ウ
ェ
ル
ウ
ォ
ー
ク
W
W-

3
0
0
0
は
兵

庫
県
内
に
お
い
て
、当
院
が
初
め
て
の
導
入
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
歩
行
練
習
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
が
患
者
さ
ん
の
歩
き
方
を
自
動
検
出
し
て

く
れ
る
こ
と
で
、我
々
人
間
の
考
え
と
ロ
ボ
ッ

ト
の
分
析
を
合
わ
せ
な
が
ら
、問
題
点
を
一
緒

に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。考
え
の
幅

が
拡
が
る
こ
と
で
、よ
り
効
果
的
な
歩
行
の

練
習
支
援
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

最先端ロボットを活用した
リハビリテーション

き
っ
き
ん

※2025年11月１日現在
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ド
ク
タ
ー
に

   
聞
い
て
み
よ
う
。

足のお悩み相談室 「外反母趾」
がいはんぼし

　
で
き
る
だ
け
ヒ
ー
ル
の
高
い
靴
は
履
か
な
い
こ
と
、

足
囲
の
合
っ
た
靴
を
履
く
こ
と
、
一
日
に
一
度
は
足
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
お
手
入
れ
を
す
る
こ
と
、
グ
ー
チ
ョ

キ
パ
ー
体
操
な
ど
の
運
動
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
足

の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
や
お
困
り
ご
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
い
つ
で
も
足
の
外
科
専
門
医
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

が
再
発
は
少
な
い
で
す
。
手
術

で
は
、
ま
ず
変
形
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
筋
肉
や
軟
部
組
織
の
バ

ラ
ン
ス
を
整
え
、
外
反
母
趾
で

隆
起
し
た
骨
を
切
除
し
ま
す
。

変
形
が
軽
度
な
場
合
は
関
節
を

温
存
で
き
る
〈
骨
切
り
矯
正
術
〉

を
行
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
高

齢
者
や
変
形
が
重
度
な
方
、
ま

た
活
動
性
が
低
い
方
の
場
合
は
、

母
趾
の
運
動
は
制
限
さ
れ
る
も

の
の
再
発
リ
ス
ク
が
少
な
い
〈
Ｍ

Ｔ
Ｐ
関
節
の
固
定
術
〉
を
行
い

ま
す
。

予
防
と
注
意
点

　
手
術
を
行
わ
な
い
保
存
療
法
と
し
て
、①
靴
の
改
善

②
体
操
（
運
動
）
療
法　
③
装
具
療
法
の
3
つ
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
靴
は
つ
ま
先
が
広
く
ヒ
ー
ル
の
低
い
も
の
、

そ
し
て
前
方
に
動
か
な
い
よ
う
で
き
る
だ
け
足
囲
が

あ
っ
た
も
の
を
選
択
し
ま
す
。
体
操
療
法
で
は
ホ
ー
マ

ン
体
操
、
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
体
操
が
一
般
的
で
す
が
、

特
に
母
趾
外
転
筋
の
筋
力
訓
練
が
近
年
有
効
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
装
具
療
法
で
は
矯
正
装
具
や
治
療
用
の
イ

ン
ソ
ー
ル
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
変
形
が
強
い
場
合
は

疼
痛
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
保
存
療
法
で
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
手
術
が
行

わ
れ
ま
す
。
変
形
が
重
度
に
な
る
前
に
手
術
を
す
る
方

型
で
す
の
で
、
今
後
も
増
加
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
外

反
母
趾
の
症
状
と
し
て
は
、
母
趾
の
Ｍ
Ｔ
Ｐ
関
節
内
側

の
突
き
出
し
た
部
分
の
痛
み
や
、
第
2
趾
の
Ｍ
Ｔ
Ｐ
関

節
脱
臼
に
伴
う
痛
み
、
足
の
底
側
に
生
じ
る
た
こ
の
痛

み
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
治
療
方
法
が
あ
る
か

　
外
反
母
趾
と
は
、Ｍ
Ｔ
Ｐ
関
節
で
母
趾
（
足
の
親
指
）

が
外
反
し
た
変
形
の
こ
と
で
、
初
期
は
Ｍ
Ｔ
Ｐ
関
節
の

内
側
が
靴
の
中
で

圧
迫
さ
れ
て
痛
み

ま
す
。
10
代
か
ら

変
形
が
起
こ
る
タ

イ
プ
と
30
代
後
半

頃
か
ら
起
こ
る
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
有
病
率
は
成
人
の
約
30
％
で
、
男

女
比
1
対
9
と
女
性
に
多
い
病
気
で
す
。
要
因
と
し
て

は
遺
伝
、
扁
平
足
、
関
節
の
柔
ら
か
さ
や
、
肥
満
、
筋

力
低
下
に
加
え
、
つ
ま
先
が
狭
く
ヒ
ー
ル
が
高
い
靴
の

長
期
使
用
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ

り
ま
す
が
、明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、第
2
趾（
足

の
人
差
し
指
）
よ
り
も
母
趾
が
長

い
〝
エ
ジ
プ
ト
型
の
足
〞
が
外
反

母
趾
に
な
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
日
本
人
に
多
い
足

日
本
人
に
多
い
外
反
母
趾
と
は

3

し

へ
ん
ぺ
い
そ
く

と
う
つ
う

母指外転筋

MTP関節

ホーマン体操グーチョキパー体操

両肩に手を乗せ、ひじで大きな円を
描くように、ゆっくりと肩を回す。

自
宅
で
で
き
る
！

おうち時間に
運動をプラス

西
宮
協
立
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み　
介
護
福
祉
士

か
ん
た
ん
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

手
足

体
操

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

手
足
が
冷
え
る
と
血
の
巡
り
が
悪
く

な
り
、こ
わ
ば
り
や
疲
れ
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

今
回
は
、血
行
を
促
し
、体
を
内
側
か

ら
温
め
る
こ
と
で
、冷
え
予
防
や
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
期
待
で
き
る「
手
足

ぽ
か
ぽ
か
体
操
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

座
っ
た
ま
ま
で
も
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

少しでも痛みや違和感を感じた場合はすぐに中止してください。体の状態や体調に応じて無理のない範囲で行いましょう。

手のグーパー
両手を前に伸ばし、手のひらを握
る（グー）、開く（パー）を繰り返す。
指先までしっかり動かすことを意
識する。

血流が良くなり、手先の冷え、
こわばりを予防します。

グー パー

５回
２セット

効
果

足のむくみや冷えの改善、転倒
予防につながります 。

効
果

肩回し

肩周りの血行を良くし、肩こり予
防や姿勢改善につながります。

効
果

椅子に座って背筋を伸ばす。両足を
床につけたまま、かかとを上げて戻
す。つま先も同様に上げて戻す。
※立位の場合は椅子の背もたれや
　机に手を添えてください。

かかと上げ・つま先上げ

前回し
＆

後ろ回し
各５回

かかと
＆
つま先
各10回

、
、



6

高
齢
化
が
進
む
中
、
身
近
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
高
齢
者
虐
待
問
題
。
私
た
ち
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
、
定
期
的
な
訪
問
や
他
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
と
の
連
携
に
よ
っ
て
虐
待
の
サ
イ

ン
を
早
期
に
発
見
で
き
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
利
用
者
さ
ま
ご
本
人
の
命
の
尊
厳
を

守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
の
策
を
考
え
る
こ

と
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
で
す
。
今
回
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
現
場
で
感
じ
る
サ
イ
ン
や
発
見
し
た
時
の
行
動
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

虐
待
に
は
、
殴
る
、
蹴
る
、
つ
ね
る
、
縛
る
、
無

理
や
り
食
べ
物
を
口
の
中
に
入
れ
る
と
い
っ
た
身

体
的
虐
待
以
外
に
も
、
心
理
的
虐
待
、
経
済
的

虐
待
、
介
護
な
ど
の
放
棄
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）、
性

的
虐
待
が
あ
り
ま
す
。
意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

転
落
防
止
と
い
う
名
目
で
ベ
ッ
ド
を
４
点
柵
で
囲

む
こ
と
、
オ
ム
ツ
を
触
ら
な
い
よ
う
に
つ
な
ぎ
服

を
着
せ
る
こ
と
も
、
身
体
拘
束
と
し
て
虐
待
に
該

当
し
ま
す
。

虐
待
の
種
類
は
？

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
気
づ
く

　
　
　
　
　
　
　

 

虐
待
の
サ
イ
ン

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
利
用
者
さ
ま
と
接
す
る
な
か

で
、
虐
待
の
サ
イ
ン
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る
な
ど
。

（
身
体
的
虐
待
）

　

入
浴
を
し
て
い
な
い
、
衛
生
状
態
が
悪
い
な
ど
。

（
身
体
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

本
人
が
お
び
え
た
表
情
を
し
て
い
る
、
介
護
者

　
へ
過
度
な
遠
慮
を
し
て
い
る
な
ど
。

（
心
理
的
虐
待
）

　

生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ
な
い
。
年
金
や

　

預
貯
金
を
本
人
に
断
り
な
く
使
用
す
る
な
ど
。

（
経
済
的
虐
待
）

ご
本
人
と
介
護
者
、
双
方
の
安
定
が
大
切

虐
待
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
介
護
者
の
介

護
ス
ト
レ
ス
か
ら
虐
待
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
は
多

い
と
感
じ
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
の
大
き
さ
に
耐
え
か

ね
た
介
護
者
が
、
手
を
上
げ
て
し
ま
っ
た
り
暴
言

を
投
げ
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
在
宅

医
療
・
介
護
の
現
場
で
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
疲
れ
が
虐
待
に
つ
な
が
ら

な
い
よ
う
に
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
で

休
息
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
介
護
負
担
や
ス
ト
レ

ス
が
軽
減
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
ご
本
人
と
介
護
者
双
方
の
在

宅
生
活
の
安
定
を
守

り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
訪
問
す
る
際
は
、

ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
思
い

を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
は
、「
も
し
か
し
て
虐

待
？
」
と
感
じ
た
際
に
、
市
町
村
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係

機
関
へ
速
や
か
に
報
告
・
連

絡
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

虐
待
を
発
見
し
た
ら
？

ケアマネジャーが伝える
高齢者虐待

暮らしの相談室

西宮協立ケアプランセンター
ケアマネジャー

甲友会からのおしらせ
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着任
しました
医師

獨
協
医
科
大
学 

卒

好きな事

好きな言葉

毛玉発生機（ネコ）の
メンテナンス、scuba diving

西宮協立脳神経外科病院
脳神経外科

2025 年 10月29日（水）、西宮協立デイケアセンターほほえみの 2 階にて開催された西宮協立脳神経

外科病院主催の認知症講座に、多くの方にご参加いただきました。『家族や身近な人が認知症になったら

…～その人らしい生活を支えるために～』というタイトルで、

認知症看護認定看護師をはじめ多職種からお話しをさせてい

ただきました。講座の後は “認知症カフェ” を開催。認知症

に関する悩み事や疑問などを個別にお話しいただける時間を

設けさせていただきました。次回開催の際は、あらためて院

内掲示のポスターや病院ホームページにてご案内いたします。

認知症講座が盛況のうちに終了しました！
西宮協立脳神経外科病院

西宮協立脳神経外科病院

「FreeStyleリブレ（持続型血糖測定器）」に関する
画像検査・一部の手術時の取り外し方針

•X線単純撮影 ・ CTなどのX線を使用した検査　　 リブレを装着したまま実施します

FreeStyle リブレ（持続型血糖測定器）を使用中の方へ

• MRI、手術直前にリブレ取り外しを拒否される場合は、放射線科医師または担当医師から、ご説明させて
　いただきます。
• ご説明後もリブレ取り外しを拒否される場合は、機器の故障や測定値への影響が生じたとしても当院は
　責任を負わないことを了承される場合に限り、本館MRI 装置 1.5T の検査は可能とさせていただきます。
• 検査や手術後にリブレの故障や測定値に影響が出ても当院では責任を負いかねます。
• リブレを外して検査や手術を受けられた場合でも、当院では代替えセンサーの処方はできかねますのでご了
　承ください。

リブレ装着交換スケジュールにあわせて、検査、内視鏡手術予約のご調整をお願いいたします。
手術やご不明な点に関しましては、担当医師にご相談ください。

•MRI（強磁場） ・ 高周波を使用する手術（内視鏡手術も含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リブレを外して検査・手術を実施します
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